
 

 

 

 

令和６年新年を迎えた元日、石川県能登半島大地震という大変胸の痛むことが起きてしま

いました。犠牲となられた方や近しい方々にお悔やみ申しあげますとともに、被災された方々に

お見舞いを申しあげます。未だ余震が続く中での辛く不安な生活が少しでも早く改善されるこ

と、被害がこれ以上拡大しないこと、北陸の１日も早い復興を心からお祈りしています。 

 

★どんな 1 年にしたいですか？ 

三中生の皆さんに、どんな１年にしたいかを漢字で表してもらいました。生徒たちの夢や希望、 

熱い気持ちを感じます (^^♪。よい 1 年になりますように！ 

 

★ひたちなか市が誕生 30 周年を迎えます 

旧勝田市、那珂湊市が合併して誕生したひたちなか市は、令和６年１１月１日

に３０周年の節目を迎えます。令和６年度は、市誕生３０周年の記念事業が実施

される予定です。   

  ・記念式典 ・記念ロゴマーク（左） ・ひたちなか市の歌 ・ご当地ナンバー  

・シンいばらきメシ総選挙 ・ロッキンフェス ・拡大笑顔サミット 等 

 

★勝田三中は誕生 77 周年を迎えます 

２月 15 日は、勝田三中の創立記念日です。 

昭和 22 年 ４月 15 日 那珂郡前渡村前渡中学校創立  

昭和 29 年 ３月 30 日 勝田町立勝田第三中学校と校名変更 

昭和 29年 11 月 １日 市制施行 勝田市立勝田第三中学校となる 

昭和 41 年 ２月 15 日 新校舎竣工式 この日を創立記念日とする 

平成 ６年 11 月 １日 ひたちなか市立勝田第三中学校に校名変更 

平成 ９年 11 月 30 日 創立５０周年記念式典開催 

ずっと笑顔で、 笑いが 

絶えることのない１年に 

したい      （3年生） 

        跳びあがるように 

成長したい！ 

（3年生） 

    今年こそは、何事にも 

勝てるように！！ 

（3年生） 

       学校に通えることに感

謝し、これからも楽しく通

えるように！  （3年生） 

     自分のこれまでの努力 

を無駄にしたくない。 

自分を超える（3年生） 

気を確かにもつ 

何かしらの気力を 

出したい   （１年生） 

       野球を全力で練習し、
全力でプレイしたい！ 

（1年生） 

目標に向かって 

努力を継続する！ 

（1年生） 

     幸せに家族と友達と 

仲よくしたい。平和にな 

ってほしい  （１年生） 

    今年１年も太陽のように 

明るく輝いた年に 

なるといいな （2年生） 

        この漢字が 

好きだから 

（2年生） 

      みんなの望みが 

かなうように 

という思い  （２年生） 
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★広がれ、あいさつの輪 

「おはようございます！」「こんにちは！」「また明日！」など、三中では元気でさわやかな声が

よく聞こえます。しっかりと挨拶できる生徒が多く、三中の自慢の一つです。各ご家庭や地域でも

挨拶の声が響いているのではないでしょうか。挨拶の輪がどんどん広がっていくと素敵ですね。 

ちなみに…「挨」という字には、心を開くという意味、「拶」には、その心に近づくという意

味があるようです。挨拶は、「自分の心を開くことで、相手の心に近づいていくコミュニケーションの一歩

目」と言えます。三中では、人と人をつなぐ魔法の言葉として、挨拶を広めています。 

１月１６日からの「朝のあいさつ運動」に、たくさんの保護者の皆様にご参加いただきました。

早朝よりご足労いただき感謝しております。ありがとうございました！ 

 

★ソロコンテストいばらき 金賞おめでとうございます！ 

金 賞 吉田 聡太 さん（２年） ユーフォニアム ソナタ第 1番（ヴィヴァルディ） 

 

★給食週間「食に関する標語」おめでとうございます！ 

市入選 伊藤  有汰 さん（３年） ととの日に 海に感謝し いただきます  

校長賞 碓井  紗世 さん（１年） 給食は みんなで食べると おいしさ 100倍 

校長賞 石田  颯斗 さん（２年） 栄養満点 笑顔のみなもと おいしい給食 

校長賞 増田ひなた さん（３年） 配膳中 良い香りして 心躍る 

 

★防災教育＆避難訓練の重要性 

羽田空港で起きた日本航空機と海上保安機との衝突事故から、 

あらためて防災教育・避難訓練の大切さを感じました。炎上した 

日本航空機から乗客乗員３７９人全員が脱出できたことについて 

各報道は「全員生き残ったのは奇跡。模範的な避難だった」など 

と報じています。さらに航空機の安全教育専門家は「乗務員の判 

断、反応速度、指示、誘導には目を見張るものがあった、驚くべ 

きことだ。日頃の訓練の賜物」と伝えています。 

脱出のカギとして３点 ①パニックコントロール ②非常扉を開く判断 ③指示に従う全乗客が

挙げられています。また、テレビのインタビューに「おかしも
・ ・ ・ ・

を守って避難しました」と答える乗

客がいてとても印象に残っています。学校の避難訓練で使う合い言葉「おかしも」が実際の避難の

現場でも生かされたわけです。学校の防災教育・避難訓練の重要性を感じました。 

今、子どもたちに指導・支援している様々な事が、将来役に立つ、生きてくることを目指して支

援を続けていきたいと思います。 

 

★通学用ヘルメットの購入について 

勝田三中では、令和６年度から通学用ヘルメットを学校統一のもの（白）ではなく、各ご家庭

で購入していただくことにします。理由は以下のとおりです。 

① 令和５年４月１日からのヘルメット着用努力義務化に伴い、通学時だけでなく普段からヘル 

メットを着用することで生徒の命を守りたい。 

② 小学校で使っていたヘルメットを継続して使用させたい。 

③ 高校進学後も着用できるヘルメットにしたい。  

④ 物価の上昇に伴い、できるだけ安価で安全なヘルメットにしたい。  

⑤ 購入時、学校での金銭のやり取りやサイズ違いの対応をなくしたい。 

在校生のヘルメットを買い替えても構いません。ご理解 どうぞよろしくお願いいたします。 

形や色は自由 

 


